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トランスポゾンが環境ストレス耐性植物を誕生させた！ 

 

研究成果のポイント 

 ・環境ストレスで活性化した動く遺伝子（トランスポゾン）がストレス耐性植物を誕生させた。 

・トランスポゾンの転移による効果は宿主植物により抑制される場合がある。 

・あらゆる生物ゲノムに存在する「トランスポゾン」の重要性を改めて実証することになった。 

 

研究成果の概要 

シロイヌナズナを 37℃で 24 時間，高温にさらすことでトランスポゾン「ONSEN」が活性化し，ゲノ

ム内にコピー数が増加した集団が作られました。この転移集団を用いて，ストレス耐性試験を行いま

した。その結果，休眠や成長抑制，乾燥ストレスにより誘導される植物ホルモンのアブシシン酸スト

レスに耐性を示す個体を見つけました。この個体のゲノム構造を調べた結果，アブシジン酸応答性の

遺伝子に ONSEN の挿入が見られ，遺伝子の機能破壊によりストレスに対して非感受性になったことが

明らかになりました。本研究から，環境ストレスで活性化するトランスポゾンがストレス耐性個体を

誕生させることを直接実証することができました。 
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研究成果の概要 

（背景） 

本研究は，環境ストレスが植物に与える影響について「トランスポゾンの転移が引き起こす環境適

応」いう側面からアプローチし，実際にストレス耐性個体の作出を試みました。先行研究で，トラン

スポゾンの活性抑制に働くシロイヌナズナの小分子 RNA 生合成経路の変異体（polIV ）に高温ストレ

スを与えることで，トランスポゾン「ONSEN」が転移することが明らかになりました。このトランス

ポゾンの転移集団から環境ストレス耐性個体の探索を行いました。解析の結果，高温ストレスで活性

化する ONSEN は，宿主であるシロイヌナズナゲノム内の遺伝子領域に挿入しやすい傾向が示されまし

た。このことは高頻度で挿入変異体が得られる可能性があることを示唆していました。 

 

（研究手法と成果） 

22℃を至適温度とした生活環境に生育しているシロイヌナズナの変異体株（polIV ）に高温ストレ

ス（37℃，24 時間）を与え，ONSEN を活性化しました。その後，高温処理したシロイヌナズナ変異体

株から種子を採取し，次の世代で ONSEN の転移を確認しました。ONSEN の転移集団を用いて，環境ス

トレス条件下でストレス耐性試験を行いました。 

環境ストレス下での耐性試験を行った結果，いくつかの耐性個体を同定することができました。耐

性の原因を調べた結果，ストレス応答性遺伝子に ONSEN の挿入が見られ，遺伝子の機能破壊が起きて

いました。また，ONSEN が挿入された遺伝子の一つは，ONSEN の挿入があるにも関わらず，あたかも

挿入が無いように振るまい，遺伝子破壊が覆い隠されていました。これは宿主植物がトランスポゾン

などの因子から自らの遺伝子を守るために獲得した一つの機能であると考えられます。 

 

（今後への期待） 

高温活性型のトランスポゾン ONSEN はアブラナ科の植物に広く保存されています。このトランスポ

ゾンを人工的に操作することで，育種上重要な作物の品種改良に応用することが期待されます。 
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図 1. 高温ストレス処理による ONSEN 転移集団の作成とストレス耐性試験 

シロイヌナズナ polIV 変異体に高温処理を行うと，次の世代で ONSEN の転移集団を得ることができ

る。この転移集団を用いてアブシシン酸ストレスに耐性を示す個体を探索した。 

 

 

 

 

図 2. ABA ストレス環境下における野生株（左）と ONSEN の転移によるストレス耐性獲得株（右） 

ABA を高濃度で含む培地に播種した野生株は発芽後生育が止まってしまうが，ONSEN の挿入により

ABA ストレス非感受性になった変異体では，生育することができる。 


